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１．聖書の預⾔をどのように解釈すべ
きか

1. 旧約と新約
2. ⼆つの解答
3. 三つのメシヤ預⾔
 メッセージ:p.23

1.預⾔解釈の原則
2.イエスの⼈格・使命
3.最終的権威－新約

 関連⽂献
 『新約聖書と批評学』

 『新約聖書神学』

旧約 新約



２．イスラエルについてはどうか

1. イスラエルと教会
2. 旧約の意味と新約の適⽤
3. 旧約は影、新約は実体
 メッセージ:p.29,31,37-38

1. 字義的解釈→霊的解釈
2. モーセの制度、神殿の再興－廃⽌
3. キリストの契約、聖霊の宮－創出

 関連⽂献
 『若き教会』

影 実体



３．中間状態
1. ギリシャ的世界観と聖書的世界観
2. ギリシャ的⼈間観と聖書的⼈間観
3. キリストの臨在と⾁体の復活
 メッセージ:p.57

1. 義なる死者（信仰者）
2. 復活を待望しつつ、神の臨在の中、キリス
トとともにある

3. 最終的な贖い－⾁体の復活と変貌
 関連⽂献

 『新約聖書の真理の型』

⾁体の
復活

霊魂の
⾶翔



４．キリストの再臨
1. ギリシャ的思想とヘブル的
思想

2. 主の⽇－終末的神顕現
3. 受⾁と再臨、DデーとVデー
 メッセージ:p.72

1. 旧約－終末的神顕現預⾔
2. 新約－キリストの再臨
3. 天的な⼈の⼦、メシヤたる
王、王国の⽀配者

 参考⽂献
 『終末論』

神のもと
に逃避

神の来訪



５．再臨についてのことば
1. パルーシア（到来）
2. アポカリュプシス（顕現）
3. エピファネイア（輝き）
 メッセージ:p.84-86

1. 三つの⽤語
2. ⼆段階の再臨の否定
3. 単⼀の再臨の⽀持

 関連⽂献

 『祝福された望み』

空中再
臨

地上再
臨

単⼀の
再臨



６．反キリストと⼤患難
1. アンティオコス-ティトス-反キリスト
2. 終末論的解釈とメシヤ的解釈
3. 不法の⼈、礼拝要求、引き⽌める者
 メッセージ:p.94-95,101,106-108

1. 荒らす憎むべき者、聖なる所に⽴つ
2. 御座の強奪、礼拝強要の⽐喩的表現
3. 144000⼈の真の霊的ユダヤ⼈=クリス
チャン、その殉教は永遠の祝福と栄光
への道筋

 関連⽂献
 『ヨハネの黙⽰録注解』ラッド著

 「患難期と教会」岡⼭英雄著

 『⼩⽺の王国』岡⼭英雄著

 『ヨハネの黙⽰録注解』岡⼭英雄著

アンティ
オコス

ティトス
反キリス
ト



７．復活と携挙
1.同⼀性
2.連続性
3.⾮連続性
メッセージ:p.110,119,125

1.救いとは存在全体の救い
2.初穂＝イエスの復活
3.全⾯的な収穫＝再臨時の聖徒
の復活

 関連⽂献
 『わたしはイエス・キリストの復活を信じる』

同⼀性

連続性

⾮連続性



８．審判
1. 死後に裁き(ヘブル9:27)
2. ⾏いの意味、神の怒り
3. 法廷の評決、御霊の実
 メッセージ

1. 神の法廷に⽴つ
2. キリストの贖罪
3. ⾦、銀、宝⽯と⽊、草、ワラ

裁判官

弁護⼠

被告

検察



９．神の国
1. 神の国の定義
2. 神の国の未来性
3. 神の国の現在性
 メッセージ

1. 主の⽇－単⼀の複合的出来事
2. 最も⾃然な解釈－千年王国前

再臨説
3. 神の国の究極的舞台－新しい

天と地－贖われた地球
 関連⽂献

 『未来の臨在』
 『神の国の福⾳』
 『千年期の意味－四つの⾒⽅』

神の国の
約束

神の国の
現在性

神の国の
未来性



10. 訳者あとがき
1. 本書と著者ラッド教授
2. ラッド教授の著作
3. ラッド教授の神学的特⾊と⽇
本の教会・神学

 メッセージ:p.187-190
1. D主義解釈法問題
2.内包する課題の克服
3.論⽂とサイトの紹介

 関連⽂献

 『テーブルにおけるひとつの場所』J.A.デリア

 『根本主義の改⾰』G.M.マーズデン

 『新約聖書神学の統⼀性と多様性』R.A.グェリッヒ

古典的

改訂
漸進的




